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イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
百
年
戦
争

　
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
ぺ
ス
ト
が
大
流
行
。

　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
が
高

　
ま
っ

た
。

大
航
海
時
代
が
始
ま
っ

た

　
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
を
統

　
一
し
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
お
こ
し
た

　
イ
ギ
リ
ス
で
国
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

　
ダ
ン
テ
が
叙
事
詩
「

神
曲
」

を
書
い

　
た
。

 
十
字
軍
の
遠
征
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
１
２
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る

　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
文
化
的
革
新
が
生

　
じ
た
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
が
お
こ
っ

た
。

　
高
麗
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
た
。

　
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
が
で
き
た
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
。

　
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
が
滅
び
、

イ
ス

　
ラ
ム
帝
国
が
大
き
く
な
り
は
じ
め
た

　
新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
た
。

　
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
が
は
じ

　
ま
っ

た
。

　
メ
キ
シ
コ
に
マ
ヤ
文
明
が
お
こ
る
。

　
隋
が
中
国
を
統
一
し
た
。

　
秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一
し
た
。

　
ロ
ー

マ
の
帝
政
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
中
国
の
蔡
倫
が
紙
を
発
明
し
た
。

　
中
国
の
三
国
時
代
（

魏
、

呉
、

蜀
）

　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
文
明
が
お
こ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
で
ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ

　
ド
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
ギ
リ
シ
ア

　
の
オ
リ
ン
ピ
ア
で
開
か
れ
た
。

　
人
類
が
誕
生
し
た
。

世
界
の
で
き
ご
と

　
足
利
尊
氏
が
幕
府
を
ひ
ら
い
た
。

　
雪
舟
が
水
墨
画
「

山
水
長
巻
図
」

を

　
描
い
た
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
キ
リ

　
ス
ト
教
を
伝
え
た
。

　
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、

　
鎌
倉
幕
府
を
ひ
ら
い
た
。

　
御
成
敗
式
目
が
で
き
た
。

　
文
永
の
役
が
お
き
た
（

元
寇
）
。

　
平
安
京
に
都
を
移
し
た
。

　
「

枕
草
子
」

清
少
納
言
、
「

源
氏
物

　
語
」

紫
式
部
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
っ

た
。

　
平
城
京
に
都
を
移
し
た
。

　
聖
武
天
皇
が
位
に
つ
い
た
。

　
「

万
葉
集
」

が
で
き
た
。

　
聖
徳
太
子
が
憲
法
十
七
条
を
制
定
。

　
大
化
の
改
新
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
大
和
朝
廷
に
日
本
が
統
一
さ
れ
る
。

　
蘇
我
馬
子
が
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
す
。

　
稲
の
耕
作
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
が
中
国
の
魏
に

　
使
者
を
送
り
、
「

親
魏
倭
王
」

の
称

　
号
と
印
綬
を
授
か
る
。

　
土
器
の
使
用
が
始
ま
っ

た
。

　
集
落
が
大
き
く
な
り
、

定
住
が
は
じ

 
ま
っ

た
。

　
日
本
に
人
が
住
み
は
じ
め
、

　
狩
り
・
漁
・
採
集
の
生
活
を
す
る
。

日
本
の
で
き
ご
と

　
足
利
尊
氏
が
佐
々
目
郷
（

現
在
の
南
区
内
谷
、

曲

　
本
、

沼
影
、

松
本
及
び
戸
田
市
の
一
部
）

領
家
職

　
を
鶴
岡
八
幡
宮
に
寄
進
し
た
。

 
こ
の
年
に
で
き
た
延
喜
式
の
神
名
帳
に
氷
川
神

　
社
、

調
神
社
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。

 
平
将
門
反
乱
、

こ
の
後
足
立
郡
司
武
蔵
武
芝
失
脚

　 　
大
久
保
、

土
合
地
域
に
古
墳
が
築
か
れ
た
。

　 　
こ
の
こ
ろ
、

土
器
を
作
り
使
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　　
こ
の
こ
ろ
、

奥
東
京
湾
が
入
り
込
み
、

各
所
に

　
貝
塚
が
で
き
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、

浦
和
に
人
が
住
み
は
じ
め
る
。

浦
和
駅
周
辺
な
ど
の
で
き
ご
と

１

浦
和
駅
周
辺
の
ま
ち
の
歴
史

第
４
号
か
ら
は
、
（
仮
称
）
浦
和
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
骨
子
（
案
）
で
、
検
討
し
た
内
容
等
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
浦
和
駅
周
辺
が
で
き
あ
が
っ
た
背
景
に
は
、
様
々
な
ま
ち
や
人
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
第
4
号
で
は
、
骨
子
（
案
）
「
ま
ち

の
魅
力
・
価
値
」
（
浦
和
プ
ラ
イ
ド
）
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
、
ま
ち
の
で
き
ご
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

（
骨
子
（
案
）
は
、
市
民
や
事
業
者
等
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
7
頁
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

1
3
3
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◀二七の市場跡の市神
と定杭＜常盤・慈恵稲
荷社＞定杭には天正18
年（1590）７月の年月
が刻まれています。

この年は、豊臣の軍勢
が小田原や岩槻の諸城
を攻め落とした年で、
秀吉の武将浅野長吉は、
このとき、浦和の市を
在来どおり開設するこ
とを認める文書を出し
ています。

◀円正寺発見の縄文
人頭蓋骨からの復顔
＜縄文時代前期＞壮
年の女性です。保存
が良くDNA鑑定もで
きました。

日本一小さな土偶▶
＜松木遺跡出土／

縄文時代前期＞
高さ2.7ｃｍ

▲貝塚の様子（上）
たて穴住居跡の中に積
もっている様子
▲発見された貝殻（下）
＜太田窪貝塚／

縄文時代前期＞

５世紀７世紀

旧石器時代縄文時代弥生時代古墳時代飛鳥時代奈良時代平安時代鎌倉時代南北朝・室町
時代

10世紀12世紀14世紀 前300万年前前３千年前紀元後

約
2万

５
千
年
前

約
1万

年
前

約
8
千
年
前

７
世
紀

9
2
7

9
3
9



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
で

　
大
流
行
。

　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
連
合
（

E
U
）

が
発
足

　
世
界
総
人
口
が
6
0
億
人
を
超
え
た

　
世
界
金
融
危
機
が
お
き
た
。

　
先
進
国
と
新
興
国
の
首
脳
会
議
G
２

　
０
サ
ミ
ッ

ト
が
初
め
て
開
か
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
世
界
的
な
経
済
不
況

　
の
大
恐
慌
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
国
際
連
合
が
で
き
た
。

　
人
類
が
は
じ
め
て
月
に
着
陸
し
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
国
際
連
盟
が
で
き
た
。

　
世
界
で
は
じ
め
て
の
社
会
主
義
国
の

　
ソ
連
が
成
立
し
た
。

　
ノ
ー

ベ
ル
賞
が
制
定
さ
れ
た
。

　
ラ
イ
ト
兄
弟
が
飛
行
機
を
発
明
し
た

　
清
が
滅
び
、

中
華
民
国
が
成
立
し
た

　
産
業
革
命
が
進
み
近
代
的
な
国
家
へ

　
ベ
ル
が
電
話
を
発
明
し
た
。

　
自
動
車
が
発
明
さ
れ
た
。

　
エ
ジ
ソ
ン
が
映
画
を
発
明
し
た
。

　
キ
ュ

リ
ー

夫
人
が
ラ
ジ
ウ
ム
を
発
見

　
ア
メ
リ
カ
で
大
陸
横
断
鉄
道
が
完
成

　
ド
イ
ツ
帝
国
が
で
き
あ
が
っ

た
。

　
日
本
に
サ
ッ

カ
ー

が
紹
介
さ
れ
た

　
（

と
い
わ
れ
て
い
る
）
。

　
ワ
ッ

ト
が
蒸
気
機
関
を
発
明
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
独
立
宣
言
。

 
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
の
皇
帝
に

 
世
界
初
の
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
で
開
通

　
英
国
の
サ
ッ

カ
ー

協
会
が
設
立

　
中
国
で
明
が
滅
び
清
の
時
代
と
な
る

　
ニ
ュ
ー

ト
ン
が
万
有
引
力
の
法
則
を

　
発
見
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
名
誉
革
命
が
お
こ
っ

た

　
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵

　
艦
隊
を
や
ぶ
っ

た
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
つ

　
く
っ

た
。

世
界
の
で
き
ご
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
。

　
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
が
開
催

　
世
界
金
融
危
機
が
お
き
た
。

　
東
日
本
大
震
災
が
お
き
た
。

　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
し
た
。

　
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。

　
日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
が
開
催
。

　
日
本
の
総
人
口
が
１
億
人
を
超
え
た

　
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
も
参
戦
。

　
関
東
大
震
災
が
お
こ
っ

た
。

　
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。

 
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
。

　
日
清
戦
争
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
日
露
戦
争
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
福
沢
諭
吉
「

学
問
の
す
す
め
」

出
版

　
内
閣
制
度
が
で
き
、

伊
藤
博
文
が
初

　
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。

　
明
治
維
新
が
は
じ
ま
っ

た
。

　
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た
。

　
新
橋
と
横
浜
の
間
に
鉄
道
が
開
通
。

　
学
制
発
布
（

近
代
的
学
校
制
度
を
定

　
め
た
基
本
法
令
）
。

　
学
問
や
浮
世
絵
、

歌
舞
伎
が
盛
ん
に

　
町
人
文
化
、

学
問
や
芸
術
が
盛
ん
に

　
ペ
リ
ー

来
航
。
（

翌
年
、

開
国
）

　
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
し
、

江
戸
幕

　
府
が
滅
ん
だ
。

　
徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
ひ
ら
い
た

　
徳
川
家
光
が
鎖
国
令
を
出
し
た
。

　
徳
川
綱
吉
が
生
類
憐
み
の
令
を
出
し

　
昌
平
坂
学
問
所
（

近
代
教
育
発
祥
の

 
地
・
湯
島
聖
堂
）

が
で
き
た
。

 
室
町
幕
府
が
滅
ん
だ
。

　
織
田
信
長
が
安
土
城
下
に
楽
市
楽
座

　
令
を
出
し
た
。

　
豊
臣
秀
吉
が
全
国
を
統
一
。

　
関
ケ
原
の
戦
い
。

日
本
の
で
き
ご
と

　
さ
い
た
ま
国
際
芸
術
祭
2
0
2
0
作
品
が
公
開
。

　
市
の
誕
生
日
で
あ
る
５
月
１
日
が
「

さ
い
た
ま
市

　
民
の
日
」

に
。

　
人
口
1
0
3
万
人
の
さ
い
た
ま
市
が
誕
生
し
た
。

　
政
令
指
定
都
市
の
さ
い
た
ま
市
ス
タ
ー

ト
。

　
若
田
光
一
氏
が
日
本
人
初
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ

　
ン
船
長
に
就
任
し
た
。

　
さ
い
た
ま
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
2
0
1
6
が
開
催
。

　
市
制
施
行
が
さ
れ
た
。

　
埼
玉
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。

　
浦
和
駅
西
口
市
街
地
改
造
ビ
ル
、

コ
ル
ソ
・
伊
勢

　
丹
が
同
時
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
浦
和
簡
易
図
書
館
が
開
館
し
た
（

玉
蔵
院
そ
ば
）

　
町
立
公
会
堂
が
完
成
（

現
仲
町
公
民
館
の
場
所
）

　
し
、

恭
慶
館
と
命
名
さ
れ
た
。

　
福
原
霞
外
が
師
範
学
校
教
諭
（

図
画
）

に
。

　
埼
玉
電
灯
㈱
に
よ
り
、

は
じ
め
て
電
灯
が
と
も
る

　
細
木
志
朗
が
師
範
学
校
教
諭
（

蹴
球
部
創
設
）

　
に
。

埼
玉
サ
ッ

カ
ー

の
幕
開
け
。

　
浦
和
特
設
電
話
が
開
通
し
た
。

　
旧
本
陣
内
に
改
正
局
（

師
範
学
校
前
身
）

を
開
設

　
浦
和
警
察
署
が
開
署
し
た
。

　
高
崎
線
上
野
―

熊
谷
間
開
通
、

浦
和
駅
営
業
開
始

　
裁
判
所
等
も
含
め
浦
和
宿
の
約
半
分
が
焼
失
。

　
武
蔵
県
設
置
、

明
治
天
皇
が
氷
川
神
社
参
拝
の
た

　
め
浦
和
宿
本
陣
へ
宿
泊
し
た
。

　
浦
和
郷
学
校
（

現
高
砂
小
学
校
）

が
開
校
さ
れ
る

　
浦
和
県
を
廃
し
、

埼
玉
県
を
設
置
し
た
。

　
浦
和
付
近
が
紀
州
候
鷹
場
と
な
る
。

　
調
神
社
に
三
十
六
歌
仙
絵
が
寄
進
さ
れ
る
。

　
調
神
社
本
殿
が
建
立
（

現
稲
荷
社
本
殿
）

さ
れ
た

　
玉
蔵
院
地
蔵
堂
が
建
立
さ
れ
た
。

　
中
山
道
に
一
里
塚
を
築
く
。

　
中
村
吉
照
は
主
君
高
力
清
長
の
追
福
の
た
め
に
廓

　
信
寺
を
建
立
し
た
。

　
伊
奈
忠
治
は
八
丁
堤
を
築
い
て
見
沼
溜
井
を
造
る

　
浦
和
の
市
に
対
す
る
禁
制
及
び
軍
勢
乱
妨
の
禁
制

　
を
出
す
。

徳
川
家
康
は
浦
和
額
一
万
石
を
高
力
清

　
長
に
預
け
る
。

　
徳
川
家
康
は
氷
川
女
体
神
社
・
玉
蔵
院
な
ど
に
寺

　
社
領
を
寄
進
す
る
。

浦
和
駅
周
辺
な
ど
の
で
き
ご
と
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昭和３９（1964）年６月▶
旧中山道 浦和銀座

◀昭和３７年（1962）
浦和駅西口

◀当時の面影をとどめ
る中山道の松並木
（北浦和付近・大正10
年（1921）頃『埼玉県
写真帖』より）

もっと詳しい歴史を
知りたい方は、
P７の参考文献等又は
浦和市史を
ご覧ください！
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明治11年に新築された師範学校校舎は開校直前、明
治天皇の地方巡幸の際に行在所として使用されるに
あたり、太政大臣三条実美によって「鳳翔閣」と命
名されました。木造2階建て、床面積1,498㎡。
中央部分（胴部）に翼棟部が繋がれた全長67.3mの
細長い左右対称の建物で、計12室を備えていました。

ここで注目したいのは、その優れた洋風建築の技術
です。切妻屋根庇をかけたバルコニーを設ける形式
はギリシャ・ローマ建築の意匠を示し、またバルコ
ニーの柱にあるアカンサスの葉形の彫刻は、日本で
は日本銀行本店、赤坂離宮（迎賓館）などの明治か
ら昭和初期の洋風建築に見られるものです。

３

浦和博物館が、第10号景観重要建造物に

ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
中
山
道
浦
和
宿

改
訂
版

ま
ち
の
歴
史
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し
み
た
い
人
に
お
す
す
め
の
一
冊

東和銀行浦和支店の前には、「埼玉県師範学校・埼玉県
医学校発祥之地」の石碑があります。明治７年(1874)に
師範学校が、翌８年に医学校がこの地に設置されたこと
を示しています。
しかし、師範学校は明治11年（1878）に現在の埼玉会館
の地に移転し、医学校は翌12年に廃校になり、この地に
あったのは、５年たらずでした。

その後、師範学校は明治33年(1900)に現在のさいたま市役所の地に移転、残された校舎
（鳳翔閣）は埼玉県高等女学校・女子師範学校の校舎となりました。さらに大正14年
(1925)には北に移動して改装され県立図書館となりましたが、昭和34年、老朽化のため
取り壊されました。2代目の県立浦和図書館も平成27年に閉館され、跡地は現在埼玉会館
広場となっています。そこには、行在所跡と浦和一女発祥の地を示す碑があり、歴史を
今に伝えています。

この鳳翔閣は、さいたま市立浦和博物館の建物として胴部外観が忠実に復元され、今も
目にすることができます。

埼玉県師範学校発祥地の碑

浦和博物館
開校当時の鳳翔閣

景観重要建造物は、地域の個性ある景観づくりの核として、その維持、保全及び継承を
図るもので、「明治初期日本の洋風建築の外観」、「建物内部・外構での景観配慮」、
「浦和のまちにおけるシンボル性」などを評価し、令和４年２月に指定しました。

景観重要建造物
に関する市HPは、
こちら

浦和博物館
に関する市HPは、
こちら

浦
和
駅
西
口
を
出
る
と
、

交
通
の
南
北
軸
で
あ
る
中

山
道
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
中

山
道
浦
和
宿
（
改
訂
版
）

は
、
江
戸
時
代
中
山
道
浦

和
宿
の
、
今
に
残
る
史
跡
、

社
寺
、
見
所
を
中
心
に
紹

介
す
る
も
の
で
、
蕨
宿
か

ら
大
宮
宿
へ
向
け
て
歩
く

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

冊
子
か
ら
一
部
抜
粋
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

埼
玉
県
師
範
学
校

アカンサスの
葉形の彫刻

ウォーク・イン・中山道浦和宿
（改訂版）
令和3年3月15日発行
編集 さいたま市立浦和博物館
発行 さいたま市立博物館

https://www.city.saitama.lg.jp/004/005/004/005/002/index.html
https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/009/003/p062653.html


４

高
砂
界
隈

明治の学校を想像しながら、先に進むと、食欲
をそそる香りが鼻に…、そう、うなぎの蒲焼の
老舗があります。浦和はうなぎの町として有名
です。店によると、江戸時代創業と伝える老舗
を始め、蒲焼を食べられる店が多くあります。

蒲焼の店を過ぎた交差点の先、きれいな歩道上
に「中山道浦和宿」の近代的な石柱が見えます。
交差する整備中の道路は、さいたま市の都市計
画道路「田島大牧線」で、浦和駅周辺の東西交
通の便をよくし混雑緩和を図るため、道路の新
設拡幅が進められています。完成すれば片側２
車線の幅広い道路が中山道とここで交差します。

道を右に進むと間もなく、白い塀に囲まれた建物が目を引きま
す。それは、学制発布前の明治４年(1871)創設の浦和郷学校か
らの伝統を誇る、さいたま市立高砂小学校です。

中山道の石柱から北が高砂、つまりここが江戸時代の浦和宿の入口です。浦和宿は板橋、蕨に次ぐ
中山道第3番目の宿場で、その範囲は現在の高砂・東高砂、仲町・東仲町、常盤の地域にあたり、当
時はそれぞれ下町（または下宿）、中町（中宿）、上町（上宿）と呼ばれていました。天保年間
(1830～1844)には、この浦和宿に273軒、1,230人が暮らしていたという記録が残っています。当時
の人々は主に農業を営み、五穀のほか野菜などを作っていました。農業のほかに旅籠や茶店、諸々
の商売を営み、中山道に面したところに店・屋敷を構え、その裏が田畑・林などになっていました。

県庁通りとの交差点付近から先が浦和の一番
の繁華街、銀行や商店が軒を連ねるとともに
近年は中高層の集合住宅も増えています。

県庁通りの交差点を右折するとJR浦和駅、左
折すると埼玉会館、埼玉県庁へと続きます。
浦和駅は、明治16年(1883)上野・熊谷間の鉄
道開通とともに「浦和停車場」として開設さ
れ、現在の駅舎は４代目となります。

一方、現在の埼玉会館は2代目の建物で、東
京文化会館等の設計で著名な前川國男の作で
す。北浦和公園にある黒川紀章設計の埼玉県
立近代美術館とともに、浦和にある現代建築
の名作といえるでしょう。県庁は、明治2年
(1869)に浦和県の庁舎が置かれて以来この台
地上にあります。

中山道を直進します。次に交差するのがタイルを敷き詰めた「さくら草通り」です。現在は、駅前の
コルソと埼玉会館を結ぶ通りですが、中山道と駅の間は、浦和駅が設置された時にできた道で、はじ
めは「停車場通り」、浦和郵便局が開設されてからは「郵便局通り」と呼ばれていました。中山道と
の交差点脇には大正11年(1922)の道路元標も復元されています。

復元道路元標
（当初は大正11年）

現在のさいたま市立高砂小学校

中山道（昭和９年）中山道浦和宿の石柱

画像
差し替え

（浦和博物館
へ依頼）

渓斎英泉画「支蘇路ノ駅浦和宿浅間山遠望」



浦
和
御
殿
と
常
盤
公
園

道沿いにわずかに残る歴史
ある木造建築を見付けなが
ら北へ進むと、間もなく左
側に、野菜を売る女性の彫
像が目にとまります。ここ
が「市場通り」（昭和55年
命名）です。
この通りの突き当りが、赤
レンガ積みの垣に囲まれた
常盤公園です。この常盤公
園、それ以前は浦和地方裁
判所・同検察庁があり、江
戸時代には「御殿」とか
「御林」と呼ばれていまし
た。

御殿とは、徳川将軍の鷹狩
や視察の際の宿泊・休憩所
のことで、御茶屋とも呼ば
れます。

明治26年(1893)になって、
ここに浦和地方裁判所が建
設されました。この建物は
木造2階建ての瓦葺入母屋造
りでしたが、昭和48年に地
方裁判所と地方検察庁が高
砂に新築移転し、この建物
は取り壊されています。今
も一部残る赤レンガの垣柵
が裁判所時代の面影です。

ついで、昭和51年、ここに
面積約1万㎡の常盤公園が、
住宅街の中の貴重な憩いの
場として開園しました。
園内には緑地や滝の流れる
池などのほか、大正 14年
(1925)にこの近くに幼稚園
を設立した教育者・児童文
学者長沼新平（依山）の童
話碑などがあります。
常盤公園は、バリアフリー
への配慮と防災機能の向上
を図るため令和元年度から
４年度の予定で改修工事が
進められています。

公園事業「常盤公園」の改修工事
完成イメージ

旧浦和地方裁判所庁舎

『浦和宿絵図』に描かれた御林

「次は二・七市場です。」
（市場通りの像）

記事協力
さいたま市立浦和博物館

浦
和
駅
西
口
の
魅
力
が

一
目
で
わ
か
る
！
案
内

板
が
駅
前
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

浦
和
区
民
等
で
組
織
す

る
浦
和
区
文
化
の
小
径

づ
く
り
推
進
委
員
会
に

よ
る
イ
ラ
ス
ト
や
コ
ラ

ム
で
寺
社
・
史
跡
・
彫

刻
を
は
じ
め
、
浦
和
区

の
特
色
や
歴
史
を
伝
え

て
い
ま
す
。
紹
介
す
る

ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

「
浦
和
区
文
化
の
小
径

マ
ッ
プ
」
や
動
画
で
ガ

イ
ド
が
楽
し
め
る
「
浦

和
区
文
化
の
小
径
オ
ン

ラ
イ
ン
ガ
イ
ド
」
で
更

に
深
く
知
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

浦
和
駅
を
訪
れ
た
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

文化の小径
マップ
に関する市HPは、
こちら

案内板「浦和駅西口ぶらり散歩」を設置

５

埼玉県師範学校や浦和絵描き等、歴史・文化・教育資源を尊重・継承し、多様な価値観を
受け入れ、グローバルに活躍する人財を育む学びの場がある。

歴史・文化・スポーツ等、浦和の宝を継承しているまち並みや緑の拠点から、時代を超え
た浦和の人の想いがあふれ、まちのストーリーが感じられている。

骨子（案）では、まちの将来像について、分野別のコンセプトを整理しています。令和32(2050)年の文化・教育、緑・景観のコ
ンセプトは、次のとおりです。（一部抜粋）

（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョン骨子（案）から

浦和駅周辺のまちの将来像

〚文化・教育〛

〚緑・景観〛

https://www.city.saitama.lg.jp/urawa/001/001/001/p003777.html


明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
月
二
十
七
日
の
夕
方
、

浦
和
宿
本
陣
星
野
権
兵
衛
家
の
門
を
明
治
天
皇
を

乗
せ
た
鳳
輦
（
み
こ
し
）
が
通
り
ま
し
た
。
そ
の

門
は
、
今
は
大
間
木
の
大
熊
家
に
残
っ
て
い
ま
す
。

天
皇
は
そ
の
夜
、
星
野
家
に
泊
ま
り
、
翌
二
十
八

日
、
武
蔵
一
宮
で
あ
る
大
宮
の
氷
川
神
社
に
参
拝
、

そ
の
夜
も
浦
和
宿
に
戻
り
、
星
野
家
に
泊
ま
り
、

翌
二
十
九
日
、
皇
居
に
戻
り
ま
し
た
。
明
治
三
年

に
も
天
皇
の
氷
川
行
幸
が
あ
り
、
同
じ
く
、
星
野

本
陣
を
行
在
所
と
し
ま
し
た
。
新
時
代
幕
開
け
の

一
大
行
事
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
我
が
浦
和
市

域
も
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

明
治
政
府
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
、

旧
幕
府
の
高
札
を
撤
去
し
、
新
た
に
五
枚
の
高
札

を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
「
今
般
王
政
御
一

新
に
付
き
」
と
い
う
書
き
出
し
の
も
の
が
あ
り
、

幕
府
の
政
治
か
ら
天
皇
の
政
治
に
変
わ
っ
た
こ
と

を
人
々
に
知
ら
せ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
村
に

お
い
て
は
、
代
官
や
地
頭
（
旗
本
）
の
支
配
か
ら
、

県
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、

役
所
か
ら
来
る
通
知
や
命
令
、
村
か
ら
出
す
届
け

出
な
ど
で
人
々
は
、
世
の
中
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

感
じ
取
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
租
税
に
つ

い
て
は
、
明
治
四
年
に
は
す
べ
て
金
納
と
な
り
ま

し
た
。

浦
和
市
域
は
、
武
蔵
知
県
事
の
管
轄
か
ら
大
宮
県

と
な
り
、
明
治
二
年
九
月
二
十
九
日
、
浦
和
県
と

改
め
ら
れ
、
浦
和
宿
に
県
庁
が
置
か
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
県
都
と
し
て
の
出
発
点
が

あ
り
ま
す
。
明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
が
断
行

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
十
四
日
、
埼

玉
県
が
成
立
し
、
浦
和
県
は
廃
止
統
合
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
初
、
岩
槻
に
置
く
予
定
の
県
庁
が
、

諸
事
情
で
「
当
分
の
間
」
旧
浦
和
県
庁
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
九
年
八
月
、

埼
玉
県
は
、
熊
谷
県
解
体
に
よ
り
旧
入
間
県
分
を

編
入
し
、
浦
和
宿
は
そ
の
ま
ま
新
埼
玉
県
の
県
都

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
県
庁
移
転
問

題
（
三
回
）
や
廃
県
問
題
な
ど
が
起
こ
り
、
つ
ね

に
関
係
者
の
懸
命
の
努
力
と
、
そ
の
時
ど
き
の
県

庁
整
備
に
際
し
浦
和
が
相
当
な
財
政
負
担
を
す
る

こ
と
で
乗
り
切
り
、
今
日
な
お
、
浦
和
は
県
都
で

あ
り
続
け
る
の
で
す
。
明
治
六
年
、
浦
和
宿
本
陣

内
に
学
校
改
正
局
が
置
か
れ
た
の
が
師
範
学
校
の

始
ま
り
で
、
同
四
年
に
開
設
さ
れ
た
浦
和
郷
学
校

（
高
砂
小
学
校
の
前
身
）
と
合
わ
せ
、
こ
の
あ
た

り
に
浦
和
の
文
教
都
市
と
し
て
の
歩
み
が
開
始
さ

れ
た
と
言
え
ま
す
。

６

埼玉県庁 埼玉県写真貼（昭和９年発行）

昭和４１年 埼玉県庁

県
都
・
文
教
都
市
と
し
て

浦和のまちが県都となった歴史には、様々な浦和の人が貢献していました。浦和市の歴史をまとめた小
冊子 浦和市閉市記念『浦和三万年 HISTORY OF URAWA』からご紹介します。

（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョン骨子（案）から

浦和駅周辺のまちの将来像

市民・県民・国民の暮らしを維持・発展さ
せ続けるため、県庁とさいたま新都心にある
国の機関が連携し災害対応等の司令塔を担っ
ている。

県都や都心の浦和にある中枢機能を活かし
ながら、浦和の人や企業は、インクルーシブ
なモノ・コト・情報等で協力して、地域に貢
献している。

浦和の人は、県都の玄関口である浦和駅周
辺と県庁や周辺の緑を浦和愛のシンボルとし
て、風格があるまち並みに、親しみと誇りを
持っている。

〚県都〛
骨子（案）の令和32(2050)年の県都のコンセプトは、

次のとおりです。

〛

県都 浦和

大熊家表門（旧浦和宿本陣表門）



開催に先立ち、坂井学長より学生に向けて「知事と学生の意見交換は学生の経
験値を上げるキャリア教育の場として、本学としても貴重な取組と位置づけてい
ます。学生の皆さんはこれまで仲間や指導教員とのディスカッションで得られた
様々な成果を全部発表してもらいたい、社会還元に繋げる第一歩にしてもらいた
い。」とエールが贈られ、また、大野知事は「新型コロナウイルス感染症がもた
らした厳しい状況の中で、例えばデジタルトランスフォーメーションの分野では
これまで予期しない進展が成し遂げられました。今後、皆さんが生きていく時代
では、デジタルトランスフォーメーションに止まらず、地球温暖化、持続的な発展、急激な少子高齢化、
更に大きく変化する安全保障、本当に大きな変化が待ち受けています。是非、こういう機会を活かして、
改めて皆さんに今後の未来への取組を考えてもらいたい。」と学生への期待を述べました。
意見交換会では、消防団の加入促進やヤングケアラーへの支援など５テーマについて、学生から提言が

ありました。その中で、工学部の久保田尚教授、小嶋文准教授ゼミは「県庁舎の再整備に向けた検討」に
ついて提言を行いました。

〔問合せ先〕
さいたま市 都市局 都心整備部 都心整備課 都心整備係

TEL  048-829-1577 FAX  048-829-1937
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コラム 大学生が浦和を考える Vol.2  🎤

ゼミで議論を重ねた政策提言を
埼玉県知事に届けた！

－知事と埼玉大学学生の意見交換会－

令和３年11月４日(木)に意見交換会が開催され
ました。埼玉大学の学生による提案等をお知ら
せいただきましたので、ご紹介します。

皆
さ
ん
の
「
浦
和
へ
の
想
い
」
を

教
え
て
く
だ
さ
い

県庁舎の再整備に向けた検討

「訪れよう！
生まれかわった埼玉県庁」

埼玉大学 坂井学長

工学部
久保田尚教授、小嶋文准教授ゼミ
石川達也さん、佐々木敦史さん、
鷹箸勝成さん、柴田大雅さん

埼玉大学
HP

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

埼玉大学、浦和区文化の小径づくり推進委
員会などの皆さんにご協力いただきました。

作成協力

参考文献等
『ウォーク・イン・中山道浦和宿改訂版』

（令和３年３月 さいたま市立博物館）
『浦和三万年』 （平成13年３月 浦和市）
『わがまち浦和 地域別案内（改訂版）』

（平成４年３月 浦和市）
「昔の浦和の写真」

さいたま市アーカイブズセンター

文献を紹介するページに、一部写真等を補足している場合
があります。また、紙面構成の都合上、配置を変えて掲載
しているものがあります。

紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

始
め
ま
し
た
。

県民が訪れたくなる県庁舎として、窓口の機能の集
約化やオンラインサービスの提供といった利便性向
上、庁舎の高層化や広場の整備といった場としての
魅力の向上、駅と県庁舎を結ぶ動線の整備を提案。

アンケート
回答は、こちら

埼玉県
HP

https://www.saitama-u.ac.jp/news_archives/2021-1107-1317-18.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0102/seisakuteigen/reiwa3.html
https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/015/015/001/index.html



